
（様式第２号） 

  令和 7 年 1 月 14 日 

SDGs達成に向けた宣言書 

 

宣言者 所在地 秋田県能代市二ツ井町仁鮒字中台 121-3 

名 称 株式会社 大翔運輸 

代表者 代表取締役 斉藤 大将 

                        

 

は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。 

 

 

３側面 

(主な分

野に ) 

SDGs 達成に向けた 

重点的な取組 

2030 年に向けた 

指標 

重点的な取組及び 

指標の進捗状況 

（※初回記入不要。１年ごとに要報告） 
初回登録年月日：Ｒ４年 １月１７日 

関連する主な 

SDGs ゴール 

（最大３つ） 

☐経済 

☑社会 

☑環境 

交通事故・労働災害

の防止と再生可能エ

ネルギーの利活用や

供給に取り組む 

各事故防止へ向けた講習の

実施とドライバー教育の指

導。 

環境対応自動車の普及推

進、太陽光発電・風力発電

等の再生可能エネルギーの

導入。 

ドライバー教育、また環

境の再生可能エネルギー

の導入しているので

100％実行済み 

1 

 

4 

 

17 

☑経済 

☐社会 

☑環境 

長時間労働の是正を

図るための労働環境

の改善等「働き方改

革」の実現に向けた

対策と健康経営を通

じた健康管理対策を

推進 

「運転者職場環境良好度認

証制度（働きやすい職場認

証制度）」へのさらなる努

力。 

健康経営宣言エントリーの

他社へ促進の取り組み。 

2024 問題等の労働時間、

健康管理対策等は、9 割程

度の進捗 

3 

 

8 

 

12 

☑経済 

☑社会 

☐環境 

地震災害、豪雨・豪

雪等による大規模自

然災害時に備え、公

共輸送機関として、

緊急輸送業務に適切

に対応するための体

制の整備を進める 

総合防災訓練を実施し、災

害時の対策・周知を徹底し

た連携や推進を広げ、緊急

輸送体制を確立する。 

各同事業所等の連絡を密

にし細やかな、柔軟性を

もっての体制が整えた。

９割程度の進捗 

11 

 

13 

 

16 

 

㈱大翔運輸は、「持続可能な開発目標（SDGs）」に賛同し、多種多様化する時代に沿いながら目標達成に

向けた取り組みを実現し、さらには、社会的責任の遂行と地域社会に貢献してまいります。 

特に、健康経営に焦点を当て、健康で長く働ける職場環境づくりを推進していきます。 

株式会社 大翔運輸 

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿 



 

ゴール 

番号 
内容 アイコン 

 

ゴール 

番号 
内容 アイコン 

１ 貧困をなくそう 
 

９ 
産業と技術革新の基

盤をつくろう  

２ 飢餓をゼロに 
 

１０ 
人や国の不平等をな

くそう  

３ 
すべての人に健康と

福祉を  
１１ 

住み続けられるまち

づくりを  

４ 
質の高い教育をみん

なに  
１２ 

つくる責任、つかう責

任  

５ 
ジェンダー平等を実

現しよう  
１３ 

気候変動に具体的な

対策を  

６ 
安全な水とトイレを

世界中に  
１４ 海の豊かさを守ろう 

 

７ 
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに  
１５ 陸の豊かさも守ろう 

 

８ 
働きがいも経済成長

も  
１６ 

平和と公正をすべて

の人に  

 １７ 
パートナーシップで

目標を達成しよう  

 


